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1. 授業の概要（ねらい）
　この授業では、韓国社会への深い理解を導くことを目的とする。「韓国の社会と文化Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」に続き、「韓国の社会と
文化Ⅳ」では、韓国の近現代の中で重要とされるテーマを選定し、一歩踏み込んだ視点を提供する。なお、日本とのかかわ
りのあるテーマを扱うことで、今後の日韓関係についても考えていく。授業は基本的に講義形式になるが、映画やドラマ、ド
キュメンタリー等の映像資料も適宜利用する。

2. 授業の到達目標
①韓国の歴史・社会・文化について基礎的な事を理解する。
②韓国を客観的に観察できるようにする。

3. 成績評価の方法および基準
平常点（出席、小テスト、課題など）：50％　期末試験：50％
（総合評価60点以上を合格点とする。）

4. 教科書・参考文献
教科書
教科書は使用せず、毎回の授業資料をLMSにて配布する。

5. 準備学修の内容
前回の授業内容をしっかり復習すること。

6. その他履修上の注意事項
①欠席をしないこと（３分の１以上欠席した場合、原則として評価の対象としない。）
②積極的に授業に参加すること。
③期末試験未受験の場合、自動的に「不合格」となる。

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス
【第２回】 韓国の政治
【第３回】 韓国の軍隊
【第４回】 韓国の宗教
【第５回】 「韓国戦争」
【第６回】 南北関係、離散家族問題
【第７回】 映像資料
【第８回】 小テストとまとめ
【第９回】 韓国の大衆文化①（日本との文化交流）　　
【第10回】 韓国の大衆文化②
【第11回】 韓国の言論
【第12回】 韓国の人権
【第13回】 在日コリアンの人権
【第14回】 韓国の環境問題
【第15回】 期末試験とまとめ

＊進度や内容はあくまで予定であり、変更されることがある。


